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突然ですが、下の□の漢字は何と読むかご存じですか？

漢字の読み書きが得意な方でも、全部読むのは至難の業なのではないでしょうか。
上の問題には全て「生」という漢字が使われています。実は、漢字の中で最もたくさんの

読みを持っているのが「生」という漢字らしいのです。あまりにたくさんありすぎて、読み
の数は正確には分かっていないそうです。
「生」の読みがなぜ多いのか理由は分かりませんが、「生きる」ことの多様性や拡がりを

感じずにはいられません。
もともと「生」の字は右のように「土から草が生え出る形」からでき

た文字です。
考えてみれば、小さな小さな種が発芽し生長して草や木に育っていく

のですから、それだけでも命はとても不思議で、神秘的で、尊いもので
す。
しかし、意図的な働きかけをしないと、子どもたちは命の大切さには

なかなか気付けません。それが当たり前のことだと思ってしまうからです。
例を挙げます。小学校に入学すると、生活科でアサガオの種をまきます。
実際に自分の手で自分のアサガオを育て、植物は命をもっていることや生長していること

に気付き、生き物への親しみをもち、大切にしようとする気持ちや態度を育てるためです。
国語では「おおきなかぶ」を学びます。
おじいさんは、「甘い甘い蕪になれ。大きな大きな蕪になれ。」と言いながら蕪の種をま

きます。すると、甘い甘い、大きな大きな蕪ができます。途中の様子は文章には出てきませ
んが、おじいさんが蕪を生長するためにしたことを意図的に想像させます。
子どもたちは、「水をあげた」「肥料をあげた」「土をやわらかくした」「毎日声をかけた」

などとおじいさんがしたことを想像します。そして、おじいさんが蕪を大切にして一生懸命
育てたことに気付くようになります。
このようにして、生活科と国語科の学習が結び付くのです。

大畑小では、７月１日から「命を大切にする心を育む旬間」が始まります。
道徳科を中心にして、「生命尊重」の視点から日常生活や各教科を見つめ直し、補充、深

化、統合する学習を行います。
この学習には、ご家庭や地域の皆様のご協力が欠かせません。学習の前後に担任からお願

いすることがあると思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。
命を大切にする心を育む教育は、家庭が原点です。
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この詩はとても有名なの
で、ご存じの方も多いと思
います。
宮越由貴奈さんは、５歳

のとき神経芽細胞腫という
ガンと診断され１１歳で亡
くなりました。
彼女は長い間、入退院を

繰り返しながらたくさんの
手術やきつい治療を受けま
した。
由貴奈さんがこの詩を書

いた頃は、いじめや自殺の
ニュースが多く流れていた
そうです。その時期に、一

緒に入院していた友達も何人か亡くなりました。生きたくても生きられない友達がいたので
す。由貴奈さんは、院内学級で理科の電池の勉強をしたばかりでした。
その時、書いた詩が「命」です。由貴奈さんはこの詩を書いた４か月後に亡くなりました。

しかし、「命」の詩に書いてあるとおり最期まで精一杯生き抜きました。
由貴奈さんは書くことがそんなに得意でなかったそうです。でも、私たちに、命の大切さ

について考えさせる、すばらしい詩を残してくれました。
由貴奈さんの母親は、この「命」という詩は１１年という短いけれど凝縮した人生の中で

得た勉強の成果ではないかと語っていらっしゃいます。
由貴奈さんは死ぬかもしれないという恐怖と戦いながら、最期まで学び続けたのです。

下は大畑小学校のホームページのトップページです。
４月末までの合計アクセス数は３，６００ほどだ

ったのですが、６月２８日８：００時点でのアクセ
ス数は、なんと４０，４７３です。
こんなにたくさんの方に本校ホームページにアク

セスしていただき、大変ありがたく思っています。
アクセス急増の理由として考えられるのは、子ど

ものたちの情報を、写真や動画で紹介できるように
なったことと情報の更新を頻繁に行っていることで
す。
本校の井口教頭と渕上教諭が運営の中心となり、

大畑小学校の日々の様子を発信しています。
地域の皆様にも、ぜひ大畑小学校のホームページ

を開いていただき、様々な活動で活躍している子どもたちの様子をご覧い
ただけたら幸いです。
インターネットで「大畑小学校ホームページ」と検索いただくか、右の

QRコードを読みとっていただければ簡単にアクセスできます。
私たちは、学校・家庭・地域が一体となって子どもたちの成長を促し、

支えていけたらすばらしいことだと考えています。
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